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視覚障害者､⾳･振動で眼前のモノ把握 ⾼松の新興が機器

視覚障害者向けの装置を⼿がけるRaise the Flag.（レイズ・ザ・フラッグ、⾼松市）は、視覚に障害があっても⾳や振動で⽬の前にあ
る⼈や物の情報が分かる装置を開発した。AI（⼈⼯知能）を⽣かした説明機能も開発中で、精度を⾼めて早ければ2026年の発売を⽬指
す。

同社が開発した「SYNCREO（シンクレオ）」は、⽬のあたりに着ける装置と、箱形の装置で構成する。⽬のあたりに着ける装置の前⽅
には複数のカメラを取り付けている。周囲を撮影して物体との距離を測り、まずは⾳と振動の形で使⽤者に伝える。対象物に近づくと振
動の間隔が短くなったり、⾳の⼤きさが変わったりする。

中村猛社⻑は「5分もすれば使い⽅を把握して⼈や壁、ドアなどを認知できるようになる他、慣れれば狭い店内の通路やテーブルに置か
れた⽫の位置なども分かる」と話す。

⾊を認識して⾳声で伝えることも可能で、飲み物の種類など、⽬の前の物体を認識しやすくなる。カメラが捉えた映像を遠隔にいる⼈と
共有したり、録画したりすることも可能だ。

画像や⾳声など様々な形式のデータを扱える「マルチモーダルAI」を⽣かして対象物の情報を伝達する機能も開発中だ。「⾚い⾵船は
12時⽅向、5メートルのところにあります」というように、⾵船の⾊や距離、⽅向を認識し⾳声で伝えることに成功した。

9⽉末には、東京都内で開かれたインクルーシブ（包摂的）、ダイバーシティ（多様性）などをテーマとしたイベントで装置をデモンス
トレーションした。視覚障害のある⼈がカフェの店員となり、装置をつけて利⽤者にコーヒーを運ぶ試みだ。テーブルに置いた⾵船を⽬
印とした。

記事利⽤について

視覚障害者向けの装置の試作機、⾳や振動で⽬の前のものを把握することができる
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店員を務めた2⼈が、⼈を避けながらコーヒーを運ぶことに成功した。そのうちの⼀⼈、三浦健⼆さんは全盲だが「情報を感覚的につか
むことができ、歩くのに安⼼感があった」と振り返り、装置について「⽣活の幅が広がると思う」と期待を⽰した。

レイズ・ザ・フラッグは2017年設⽴。中村社⻑が「⽬が⾒えないことは不便なだけで不幸ではない」という全盲の⼈の発⾔を聞き「不
便ならばなんとかできる」と思ったことがきっかけだという。

20年には容器に取り付けることで液体の量と⾊を伝える「みずいろクリップ」を発売した。視覚障害者が熱い飲み物に直接触れること
なく注ぐことができる製品で、これまで約1000本を販売した。

視覚障害者は⽩杖（はくじょう）を使って周囲の物を把握するケースが多く、物を傷つけたり、⾼い位置にあるものに気付けなかったり
する。レイズ・ザ・フラッグは第2弾かつ主⼒製品となり得るシンクレオの発売で、視覚障害者のQOL（⽣活の質）の向上に貢献する。
価格は1台50万円程度を⾒込んでいる。

中村社⻑は「⾃分たちのようなスタートアップ企業が、視覚障害のような課題を解決することに存在意義がある」と意気込む。

（鈴⽊泰介）

都内開催のイベントで装置のデモンストレーションを実施。視覚障害者がコーヒーを運ぶことに成功した（9⽉、東京都渋⾕区）

中村社⻑は「視覚障害がある⼈の不便を取り除きたい」と意気込む
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